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「オオルリ」 

ンー三、 

を見つけ、熱心に観察する参加者たち 

，

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い。
 
き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

市教育委員会主催の 「自然観察会」 が 5 月20 

日、飯詰・味tJ曾ケ沢 「野鳥の村（家）」 におよそ 

90人の親子づれが参加して行われ、野草と野鳥

に親しんで楽しいひとときを過ごしました。 

この日は、津軽植物の会会長の木村啓さんを

はじめ 4 人の講師の指導て哩予草と野鳥のコース

に分かれて観察。 野鳥コースでは、美しい瑠璃

色をしたオオルリを望遠鏡でト観察できたほか、 

やわらかい羽毛に包まれた驚の雛を間近に観察

することができ、子供たちは熱心に記録をつけ

てーいました。 

ンンボルマーク 

人口 と 世帯 前月比 

	

24,309 	(-18) 

	

26,7 15 	(+50) 

	

51,024 	(+32) 

	

帯数 15,160 	(+35) 
(4 月30日現在 住民基本台帳調） 

男
女
計

世
 

シンボルマーウ
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「オオルリ」 を見つけ、熱心に観察する参加者たち

Tオホルリもみたよ，;'¥J

親子で自然観察会

この日は、津軽植物の会会長の木村啓さんを

はじめ 4人の講師の指導で野草と野鳥の コース

に分かれて観察。里子鳥コースでは、 美しい瑠璃

色をしたオオルリを望遠鏡で観察できたほか、

や わ ら か い 羽 毛 に 包 ま れ た 遥 の 雛 を 間 近 に 観 察

することができ、子供たちは熱心に記録をつ け

ていました。

市教育 委員会主催の 「自然観察会」が 5月20

日、飯詰・味噌ヶ沢「里子鳥の村(家)J におよそ

90人の親子づれが参加して行われ、野草と野鳥

に親しんで楽しいひとときを過ごしました。

6-1 
人口と世帯

前月比

男 24，309 (ー 18) 

女 26，715 (+50) 

計 51，024 (十 32) 

世帯数 15，160 (+35) 

( 4月30日現在住民基本台帳調)

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。



圏
民
セ
 ン
タ
ー
建
設
等
 

最
車
点
十
六
 件
 県首脳部に説明する佐々木市長 

回答する北村知事 

r
 

、
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広報ごしょがわら 	 （第712号）② 平成 2年(1990年)6月 1日 広報ごしょがわら (第712号)②

県首脳部に説明する佐々木市長

-・ ・・・・・・・・・・ 4・
....，.，.，・ 1・0・e

圏
…民
…セ
シ
…タ
…1
建
設
等
…………
………ぃ……

…
…………………………
最
重
点
…十
六
件
……
…
……

回答する北村知事



（第712号） ③平成 2 年（1990年）6 月1日 	 広報ごしょがわら 

、
 

市
で
は
、
県
に
対
す
る
平
成
 

」
年
度
重
点
事
業
要
望
説
明
会

を
五
月
十
四
日
、
青
森
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
開
き
、
（仮
）
ふ
る

さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
の
建

設
な
ど
、
最
重
点
十
六
件
を
説

明
、
そ
の
実
現
を
要
望
し
ま
し

た
。
 

説
明
会
は
、
市
側
か
ら
佐
々

木
市
長
、
小
山
内
助
役
、
福
士

収
入
役
及
び
関
係
部
長
と
北
村

知
事
や
山
内
・
谷
川
両
副
知
事

の
ほ
か
関
係
部
長
な
ど
県
首
脳

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
佐
々
木
市
長
が
「五

所
川
原
市
の
発
展
だ
け
でな
く
、
 

広
く
西
北
津
軽
な
ら
び
に
津
軽
 
 

半
島
地
域
の
二
十
一
世
紀
を
切

り
拓
く
た
め
不
可
欠
な
要望
ば

か
り
で
す
の
で
特
段
の
ご
高
配

を
お
願
い
し
ま
す
」
 
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
北
村
知
事
は
 

「五
所
川
原
市
が
津
軽
半
島
地

域
の
中
心
都
市
と
し
て
、
リ

ー
 

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。
 

要
望
を
充
分
に
聞
き
、
ご
協
力

申
し
上
げ
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
 

市
長
が
最
重
点
事
業
十
六
件

の
要
望
内
容
を
詳
し
く
説
明
し

た
あ
と
、
県
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
 

主
な
事
業
七
件
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。
 

（
仮）
ふ
る
さ
と
交

流
圏
民
セ
ン
タ

ー
 

の
建
設
 

（継
続
）
 

回
答
・
・
建
設財
源
と
し
て
、
地

域
総
A
曇

備
事
業
債
の
充
当
が

予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
事
業

採
択
に
向
け
国
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
施
設
の
内

容
、
運
営
方
法
、
財
政
計
画
、
 

事
務
組
合
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
市
と
の
協
議
に
応
じ
て
い
き

た
い
。
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム

体
育
施
設
の
建
設

に
つ
い
て
 （

新
規
）
 

市
で
は
、
平
成
二
年
度
に
市

立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
更
に

付
属
施
設
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や

運
動
へ
の
関
心
を
高
め
、
体
力

を
増
進
し
て
健
康
な
生
活
を送

る
た
め
の
体
育
施
設
を
建
設
し

た
い
の
で
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

体
育
施
設
整
備
事
業
の
採
択
を

要
望
す
る
。
 

回
答
…
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
体

育
施
設
は
、
青
森
県
で
初
の
施

設
で
あ
り
、
諸
福
祉
施
設
の
種

別
ご
と
に
優
先
度
を
勘
案
し
、
 

社
会
福
祉
施
設
整
備
計
画
全
体

の
中
で
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
 

い
。
 

津
軽
自
動
車
道
の

早
期
着
工
に
つ
い

て
 

（
継
続
）
 

回
答
・
・
向
自動
車
道
（
青
森

、
 

鯵
ケ
沢
間
ー
四
十
キ
ロ
M
）
の

う
ち
浪
岡
、
五
所
川
原
間
（
十

五
キ
ロ
）川
）
が昨
年
八
月
に
基

本
計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ
、引

き
続
き
、
整
備
計
画
区
間
へ
の
 
 格

上
げ
を
目
指
し
て
環
境
影
響

評
価
等
の
諸
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
三
年
度
に
は
事
業
に

着
手
で
き
る
よ
う
国
に
強
く
働

き
か
け
て
い
る
。
 

国
道
3
39
号
 

五
所
川
原
5
鶴
田
 

問
ハ
イ
パ
ス
建
設

に
つ
い
て
 （継

続
）
 

回
答
…
同
区
間
は
、昭
和
六
十
 

「
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
て

お
り
、入
7後
と
も
一
層
整
備
促

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。
 

農
業
支

援
機
能
集

積

拠
点
（
仮
称
ア
グ

ロ

ポ
リ
ス
）
の
建
設
地

域
の
指

定
に
つ
い
て
 

（
新
規
）
 

国
は
、
高
付
加
価
値
型
・
生

産
性
の
高
い
農
業
を
育
成
す
る

た
め
、
バ
イ
ォ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
 

を
中
心
と
し
た
研
究
施
設
や
農

業
関
連
産
業
の
導
入
、・
さ
ら
に

農
村
の
環
境
整
備
や
文
化
施
設

ま
で
含
め
た
未
来
型
農
業
を目

指
す
ア
グ
ロ
ポ
リ
ス
構
想
を
検

討
中
で
す
。
 

当
市
も
二
十
一
世
紀
を
展
望

し
た
均
衡
あ
る
地
域
発
展
を
図

る
た
め
鋭
意
努
力
し
て
お
り
、
 

ア
グ
ロ
ポ
リ
ス
の
建
設
地
域
の
 
 

指
疋
を
要
望
す
る
。
 

回
答
・
・
本
構
想
は
、
農
林
水
産

省
が
高
生
産
性
農
業
の
振
興
や

農
村
の
活
性
化
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
平

成
三
年
度
に
新
設
を
予
定
し
て

い
る
も
の
で
、県
内
に
一
、
一
一

か
所
指
定
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
 

基
本
構
想
の
実
現
性
・
緊
要
性

を
勘
案
し
、
国
に
指
定
枠
の
確

保
を
働
き
か
け
る
。
 

堰
の
統
廃
合
の
推

進
と
水
の
確
保
に

つ
い
て
 

（新
規
）
 

当
市
の
市
街
地
を
縦
断
す
る

堰
は
お
よ
そ
百
本
あ
り
、
 こ
れ

ま
で
農
業
の
用
排
水
及
び
生
活

雑
排
水
の
排
出
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
六

十
三
年
度
に
平
川
農
業
水
利
事

業
が
完
成
し
、
市
街
地
の
堰
に

水
が
流
入
し
な
く
な
り
、
生
活

排
水
が
滞
留
し
、
汚
濁
・
悪
臭

等
に
よ
り
生
活
環
境
が
汚
染
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

今
後
、
堰
の
統
廃
合
を
進
め
、
 

堰
を
利
用
し
た
水
と
緑
に
囲
ま

れ
た
清
潔
で
う
る
お
い
の
あ
る

都
市
を
創
造
す
る
た
め
、
各
種

事
業
を
推
進
し
て
行
く
計
画
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
へ
の
援
 
 

助
及
び
指
導
な
ら
び
に
生
活
環

境
を
守
る
た
め
新
十
川
か
ら
堰

に
毎
秒
ー
ト
ン
の
取
水
を
要
望

す
る
。
 

回
答
…
平
成
二
年
度
末
で
五
所

川
原
市
の
下
水
道
普
及
率
は
約

三
六
％
（
全
体
計
画
上
ハ
七〇

診
）
に
な
る
見
込
み
で
す
。
公

共
下
水
道
の
普
及
が
進
め
ば
堰

へ
の
雑
排
水
は
な
く
な
り
、
生

活
環
境
は
改
善
さ
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
跡
に
残
っ
た
水

路
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
必
要

水
量
の
確
保
を
含
め
、
水
緑
景

観
モ
デ
ル
事
業
等
下
水
道
事
業

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

商
業
近
代
化
の
推

進
に
つ
い
て
 

（継
続
）
 

回
答
・
・
平成
元
年
度
に
策
定
し

た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
内

容
を
踏
ま
え
、
計
画
の
実
現
化

に
む
け
て
具
体
的
に
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
 

今
後
の
進
捗
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。
 

(第712号)広報ごLょがわら

市
で
は
、
燥
に
対
す
る
平
成

三
年
度
重
点
事
業
要
望
説
明
会

を
五
月
十
四
日
、
青
森
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
開
き
、

(仮
)
ふ
る

さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
の
建

設
な
ど
、
最
重
点
十
六
件
を
説

明
、
そ
の
実
現
を
要
望
し
ま
し

た。
説
明
会
は
、
市
側
か
ら
佐
々

木
市
長
、
小
山
内
助
役
、
福
士

収
入
役
及
び
関
係
部
長
と
北
村

知
事
や
山
内
・

谷
川
両
副
知
事

の
ほ
か
関
係
部
長
な
ど
県
首
脳

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
佐
々
木
市
長
が
「
五

所
川
原
市
の
発
展
だ
け
で
な
く
、

広
く
西
北
津
軽
な
ら
び
に
津
軽

③平成 2年(1990年)6月1日

半
島
地
域
の
二
十

一
世
紀
を
切

り
拓
く
た
め
不
可
欠
な
要
望
ば

か
り
で
す
の
で
特
段
の
ご
高
配

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
北
村
知
事
は

「
五
所
川
原
市
が
津
軽
半
島
地

域
の
中
心
都
市
と
し
て
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。

要
望
を
充
分
に
聞
き
、
ご
協
力

申
し
上
げ
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た。
市
長
が
最
重
点
事
業
十
六
件

の
要
望
内
容
を
詳
し
く
説
明
し

た
あ
と
、
県
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

主
な
事
業
七
件
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。

(
仮
)
ふ
る
さ
と
交

流
圏
民
セ
ン
タ
ー

の
建
陵

(
継
続
)

回
答
:
・
建
設
財
源
と
し
て
、
地

域
総
合
整
備
事
業
債
の
充
当
が

予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
事
業

採
択
に
向
け
国
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
施
設
の
内

容
、
運
営
方
法
、
財
政
計
画
、

事
務
組
合
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
市
と
の
協
議
に
応
じ
て
い
き

た
い
。

養
護
老
人
ホ
1
ム

体
育
施
設
の
建
設

に
つ
い
て

(新
規
)

市
で
は
、
平
成
二
年
度
に
市

立
養
護
老
人
ホ
l
ム
を
建
設
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
更
に

付
属
施
設
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や

運
動
へ
の
関
心
を
高
め
、
体
力

を
増
進
し
て
健
康
な
生
活
を
送

る
た
め
の
体
育
施
設
を
建
設
し

た
い
の
で
、
養
護
老
人
ホ
l
ム

体
育
施
設
整
備
事
業
の
採
択
を

要
望
す
る
。

回
答
:
・
養
護
老
人
ホ
l
ム
の
体

育
施
設
は
、
青
森
県
で
初
の
施

設
で
あ
り
、
諸
福
祉
施
設
の
種

別
こ
と
に
優
先
度
を
勘
案
し
、

社
会
福
祉
施
設
整
備
計
画
全
体

の
中
で
整
備
を
図
っ
て
い
き
た

津
軽
自
動
車
道
の

早
期
着
工
に
つ
い

て

(継
続
)

回
答
:
・
同
自
動
車
道
(
青
森
1

鯵
ヶ
沢
間
1

四
十
キ
ロ

M
)
の

う
ち
浪
岡
1
五
所
川
原
間
(
十

五
キ
ロ

M
)
が
昨
年
八
月
に
基

本
計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
引

き
続
き
、
整
備
計
画
区
間
へ
の

格
上
げ
を
目
指
し
て
環
境
影
響

評
価
等
の
諸
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
三
年
度
に
は
事
業
に

着
手
で
き
る
よ
う
国
に
強
く
働

き
か
け
て
い
る
。

国
道

3
3
9号

五
所
川
原

3
鶴
田

間
バ
イ
パ
ス
建
設

に
つ
い
て

(
継
続
)

回
答
・
:
同
区
聞
は
、
昭
和
六
十

三
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
て

お
り
、
ふ
7

後
と
も
一
一
層
整
備
促

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

農
業
支
援
機
能
集
積

拠
点
(
仮
称
ア
グ
ロ

ポ
リ
ス
)
の
建
設
地

域
の
指
定
に
つ
い
て

(新
規
)

国
は
、
高
付
加
価
値
型

・
生

産
性
の
高
い
農
業
を
育
成
す
る

た
め
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
中
心
と
し
た
研
究
施
設
や
農

業
関
連
産
業
の
導
入
、-
さ
ら
に

農
村
の
環
境
整
備
や
文
化
施
設

ま
で
含
め
た
未
来
型
農
業
を
目

指
す
ア
グ
ロ
ポ
リ
ス
構
想
を
検

討
中
で
す
。

当
市
も
二
十

一
世
紀
を
展
望

し
た
均
衡
あ
る
地
域
発
展
を
図

る
た
め
鋭
意
努
力
し
て
お
り
、

ア
グ
ロ
ポ
リ
ス
の
建
設
地
域
の

指
定
を
要
望
す
る
。

回
答
・
:
本
構
想
は
、
農
林
水
産

省
が
高
生
産
性
農
業
の
振
興
や

農
村
の
活
性
化
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
の
子
法
と
し
て
平

成
三
年
度
に
新
設
を
予
定
し
て

い
る
も
の
で
、
県
内
に

一
1
二

か
所
指
定
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

基
本
構
想
の
実
現
性

・
緊
要
性

を
勘
案
し
、
国
に
醤
疋
枠
の
確

保
を
働
き
か
け
る
。

堰
の
統
廃
合
の
推

進
と
水
の
確
保
に

つ
い
て

(新
規
)

当
市
の
市
街
地
を
縦
断
す
る

堰
は
お
よ
そ
百
本
あ
り
、
こ
れ

ま
で
農
業
の
用
排
水
及
び
生
活

雑
排
水
の
排
出
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
六

十
三
年
度
に
平
川
農
業
水
利
事

業
が
完
成
し
、
市
街
地
の
堰
に

水
が
流
入
し
な
く
な
り
、
生
活

排
水
が
滞
留
し
、
汚
濁

・
悪
臭

等
に
よ
り
生
活
環
境
が
汚
染
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
、
堰
の
統
廃
合
を
進
め
、

堰
を
利
用
し
た
水
と
緑
に
固
ま

れ
た
清
潔
で
う
る
お
い
の
あ
る

都
市
を
創
造
す
る
た
め
、
各
種

事
業
を
推
進
し
て
行
く
計
画
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
へ
の
援

助
及
び
指
導
な
ら
び
に
生
活
環

境
を
守
る
た
め
新
十
川
か
ら
堰

に
毎
秒

一
ト
ン
の
取
水
を
要
望

す
る
。

回
答
・
:
平
成
二
年
度
末
で
五
所

川
原
市
の
下
水
道
普
及
率
は
約

三一
六
%
(
全
体
計
画
|
六
七

O

お
)
に
な
る
見
込
み
で
す
。
公

共
下
水
道
の
普
及
が
進
め
ば
堰

へ
の
雑
排
水
は
な
く
な
り
、
生

活
環
境
は
改
善
さ
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
跡
に
残
っ
た
水

路
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
必
要

水
量
の
確
保
を
含
め
、
水
緑
景

観
モ
デ
ル
事
業
等
下
水
道
事
業

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

商
業
近
代
化
の
推

進
に
つ
い
て(継

続
)

回
答
:
・
平
成
元
年
度
に
策
定
し

た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
内

容
を
踏
ま
え
、
計
画
の
実
現
化

に
む
け
て
具
体
的
に
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

今
後
の
進
捗
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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五所川原市の財政り『い 
平成元年度予算執行状況鷺麟麟 

平成 2 年 3 月31日現在 

ー般会計 

歳入歳出予算額 147億8,958万8千円 

（繰越明許・逓次繰越含む） % 
100.0 

歳 入 

収入済額 125億843万8千円 

収入率 84.6% 
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五所川原市の財政状況を公表 

します。 

五所川原市長 佐々木策造 

この 「五所川原市の財政」 は、市の財政

がどのように運営され、どのような状況に

あるかを知っていただくために公表してい

るものです。 

今回は、平成元年度予算の 3 月31日まて、 

の執行状況を公表します。 

歳 出 

支出済額 122億1,199万2千円 

支出率 82.6% 
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平成元年度特別会計予算執行状況（平成2年 3 月31日現在） （単位】千円 ％) 

会 計 区 分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率 

国民健康保険事業勘定 3,469,191 2,696,257 77,7 2,876,777 82.9 

老 	人 	保 	健 2,056,498 1,780,056 86. 6 1,895,653 92.2 

高 等 看 護 学 院 56,908 8,062 14. 2 54,683 96.1 

長者森平和公園造成事業 4,455 4,428 99.4 4,216 94. 6 

下 水 道 事 業 1,318,033 248,779 18.9 870,865 66.1 

農業集落排水事業 126,062 246 0.2 62,415 49. 5 
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五所川原市の財政状況を公表

します。

五所川原市長佐々木柴造

広報ごしょがわら平成2年(1990年)6月1日

平成 2年 3月31日現在
この「五所川原市の財政」は、 rliの財政

がどのように運営され、どのような状況に

あるかを知っていただくために公表してい

るものです。

今回は、平成元年度予算の 3月31日まで

の執行状況を公表します。

歳 出

支出済額 122億1，199万2千円

支出率 82.6%% 
98.5 

歳 入

収入済額 125億843万8千円

収入率 84.6%

門
川

U
こ
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支
出
率
で
す% 
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財
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イ也費費費費賀費宝主費干%イ責入金イ也

%) 

会計 区 分 予算現額 収入済額 収入来 支出済額 支出率

国民健康保険事業勘定 3，469，191 2，696，257 77.7 2，876，777 82.9 

老 人 f呆 健 2，056，498 1，780，056 86.6 1，895，653 92.2 

高等看護 学院 56，908 8，062 14.2 54，683 96.1 

長者森平和公園造成事業 4，455 4，428 99.4 4，216 94.6 

下 水 道 事 業 1，318，033 248，779 18.9 870，865 66.1 

農業集落排水事業 126，062 246 0.2 62，415 49.5 

一般会計
歳入歳出予算額 147億8，958万8千円

(繰越明許・逓次繰越含む) %r= 
100.0 I~ι 

f -20-

(単位 :千円平成元年度特別会計予算執行状況 (平成2年3月31日現在)



⑤平成 2 年（1990年）6 月 1 日 広報ごしょがわら 

五所川原市が借り

ているお金（市債） 

の状況 

市民 1 人当たり 

68,668円 

1 世帯当たり 

231,505円 市民 

20万467円 

1 世帯当たり 

や7万5・847円 
市 民 税 

1,563,654千円 
(1,536,045千円 98.2%) 

◆借入先 （単位：千円） ◆借りた金の使った事業 
固定資産税 

大蔵省 大蔵省 土木関係 
5,17(50麗52 1 ,430,504千円 

公営企業金融公庫公営企業金融公庫 2,130,633 
(20.9%) 

教育関係 2,819,920 
(27.6%) 

(1,419,723千円 99.2%) 

たばこ税 
郵政省 郵政省 2,059,334 

農林水産業関係 召3,8.6%門 315,087千円 
(20.1%) 

総務関係 

」 

(291, 306千円 92 一 5%) 
青森銀行 青森銀行 1 ,337,572 

(13.1%) 災害復旧関係 26潟01 
都市計画税 

青森県 青森県 386,695 
(2 

113,304千円 
(3.8%) 労働関係 (112,525千円 99.3%) 

中小企業退職金共済事業団 162 ,300 
(1.6%) 衛生関係 軽自動車税他 

青森県市町村職員共済組合 136,592 
(1.3%) 

消防関係 134,176 
(1.3%) 

78,960千円 
(89,274千円 113.1%) 

全国市町村振興協会他 214,509 
(2.1%) 

民生関係 総 	額 

3,501,509千円 
(3,448,873千円 98.5%) It 	10,222,188 計 

注（ 	）は収入済額及び収入率です。 

（第712号） 

市
税
の

負
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状
況
 

こ
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だ
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ま
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市有財産の状況 
平成 2年 3月31日現在 

士 	地 3,356,484n 
うち山林 	191 ,246n 

建 	物 	188,973m' 
有 価 証 券 1,466万7千円 

出資による権利 7,756万5千円 

自 動 車 	117台 

債 	券 	9万8千円 

五所川原市土地開発基金 

4,552万8千円 

五所川原市財政調整基金 

2 億8,710万2千円

五所川原市特別導入事業基金 

381万3千円

国民健康保険財政調整基金 

0千円 

減 債 基 金 1 億 1千万円 

ふるさと創生基金 	1 億円 

動 	物（牛） 	114頭 動
 

        

        

  

―時借入金残高の状況 

        

    

3 H 末 650,000千円 

 

        

        

/ 

くらしに役立つ積立金の還元融資 

0簡易保険積立金の還元融資

みなさんが加入している郵便

局の簡易保険積立金は、加入者

に支払われるまでの間に、公共

施設の整備資金として市に還元

融資され、地域社会の発展と住

民福祉の向上に役立っています。 

市では平成元年度に次のとお

り融資を受けています。 

0南小学校建設事業 7,290万円 

0東小学校プール建設事業 

1,050万円 

0富士見団地公営住宅建設事業 
1億1,740万円 

0五所川原小学校屋体建設事業 

5,750万円  

⑨年金積立金の還元融資 

この積立金は、国民年金積立

金及び厚生年金保険などから構

成され、国民生活の安定向上に

直接役立つ生活環境整備（上、 

下水道等× 厚生福祉施設（病院、 

福祉施設等× 文教施設、農林漁

業等の分野に還元融資されてい

るものです。 

平成元年度は、一般会計でテ

ニスコート照明施設整備事業に 

1,230 万円の還元融資を受けて

います。 

⑤平成 2年(1990年)6月l日 広報ごじょがわら (第712号)

と:副議;お積立的還元:融奪三
。簡易保険積立金の還元融資

みなさんが加入している郵便

局の簡易保険積立金は、加入者

に支払われるまでの間に、公共

施設の整備資金として市に還元

融資され、地域社会の発展と住

民福祉の向上に役立っています。

市では平成元年度に次のとお

り融資を受けています。

0南小学校建設事業 7，290万円

。東小学校プール建設事業

1，050万円

。富士見団地公営住宅建設事業
1億1，740万円

。五所川原小学校屋体建設事業

5，750万円

。年金積立金の還元融資

この積立金は、国民年金積立

金及び厚生年金保険などから構

成され、国民生活の安定向上に

直接役立つ生活環境整備(上、

下水道等)、厚生福祉施設(病院、

福祉施設等)、文教施設、農林漁

業等の分野に還元融資されてい

るものです。

平成元年度は、一般会計でテ

ニスコート照明施設整備事業に

1，230万円の還元融資を受けて

います。

市民 1人当たり

68，668円

1世帯当たり

231，505円

市民税

1，563，654千円
(1，536，045千円 98.2%)

固定資産税

1，430，504千円
(1，419，723千円 99.2%)

たばこ税

315，087千円
(291，306千円 92.5%)

都市計画税

113，304千円
(112，525千円 99.3%)

軽自動車税他

78，960千円
(89，274千円 113.1%)

総 額

3，501，509千円
(3，448，873千円 98.5%)

注( )は収入済額及び収入率です。

、.
、ー
れ
だ
け
税
金
を
納
め
て
い
ま
す

地 3，356，484ば

うち山中本 191 ，246m' 
建 物 188，973m'
有価証券 1，466万7千円

出資による権利 7，756万5千円

自動車 117台

債 券 9万8千円

五所川原市土地開発基金

4，552万8千円

五所川原市財政調整基金

2f意8，710万2千円

五所川原市特別導入事業基金

381万3千円

国民健康保険財政調整基金

o千円

1億 1千万円

1億円

114頭

一時借入金残高の状況

3月末 650，000千円

市有財産の状況
平成2年 3月31日現在

土

減債基金

ふるさと創生基金

動物(牛)



平成 2 年（1990年）6 月1日 広報ごしょがわら 	 （第712号）⑥ 

' 

種まきから収穫までの作業を通して、親と子

のふれあいをつくろうと 5 月 6 日、ーツ谷の「チ

ビッ子農園」 がオープンしました。 

開園式が行われたこの日は約100人の親子づ

れがクワなどを持って来園し、配布されたトマ

ト、ナスの苗を割り当てられた農園（1区画約 

30平方メートル） に植えつけ、秋の収穫に期待

をよせていました。 

（鱗難難無~ 

預託農家の人達の手で放牧される牛 

畑仕事に精を出す家族づれ 

暴農園 1.開園 
・‘・・マ・‘ ’・マ．‘．」 “ ‘了 ・プ“・’．・了・“ゾ二‘． "‘一A 

ライオンズクラブ年次大会 

記念事業として絵画を寄贈 

ライオンズクラブ国際協会332-A地区第36回

年次大会（大会会長・木村重治同地区ガパナー） 

が 5 月13日、五所川原iIi-民体育館で県内各地か

ら約1,250人のクラフ’員が参加して開かれました。 

式典の席上、今大会記念事業として、当市に

建設が予定されている 「』、るさと交流圏民セン

ター」 に、山谷芳弘先生（五小教頭）の絵画を

寄贈することが発表され、木村大会会長が佐々

木市長に目録を手渡しました。 

市営毘沙門牧場で 5 月10日、黒毛和種の放牧

を開始するとともに、今年の放牧の安全を願う

祈願祭が預託農家など関係者糸勺50人が出席して

行われました。 この日、同牧場には成牛と子牛

合わせて約150頭が放され、青々とイ申びた草の上

を走り回っていました。 

一方、市営玉清水牧場では同月17日から約150 

頭の放牧が始まりました。 

震昨，‘麟:IE 

田植え作業を激励する佐々木市長 

田植えが最盛期を迎えた 5 月15日、佐々木市

長は田川、沖飯詰の水田地帯を巡回し、田植え

作業に忙しい農家の人たちを督励しました。 

佐々木市長が 「田植えご苦労さま」 と声を掛

けると、農家の人たちは作業の手を止めて、今

年の天候や農業情勢について話していました。 

佐々木市長（右）に目録を手渡す木村大会会長（左） 
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預託農家の人達の手で放牧される牛

畑仕事に精を出す家族づれ

:。テビッー子農園が開園
種まきから収穫までの作業を通して、親と子

のふれあいをつくろうと 5月 6日、ーツ谷の「チ

ピッ子農園」がオープンしました。

開園式が行われたこの日は約100人の親子づ

れがクワなどを持って来園し、配布されたトマ

ト、ナスの苗を割り当てられた農園(1区画約

30平方メートル)に植えつけ、秋の収穫に期待

をよせていました。

ライオンズクラブ年次大会

記念事業として絵画を寄贈

ライオンズクラブ国際協会332-A地区第36回

年次大会(大会会長 ・木村重治同地区ガパナー)

が 5月13日、五所川原市民体育館で県内各地か

ら約1，250人のクラブ員が参加して聞かれました。

式典の席上、今大会記念事業として、当市に

建設が予定されている「ふるさと交流圏民セン

ター」に、山谷芳弘先生(五小教頭)の絵画を

寄贈することが発表され、木村大会会長が佐々

木市長に目録を手渡しました。

る・子.• 
0 ・ ー三市営毘沙門牧場三二三

市営毘沙門牧場で 5月10日、 黒毛和種の放牧

を開始するとともに、今年の放牧の安全を願う

祈願祭が預託農家など関係者約50人が出席 して

行われました。この日、同牧場には成牛と子牛

合わせて約150頭が放され、青々と伸びた草の上

を走り回っていました。

一方、市営玉清水牧場で、は同月 17日から約150

頭の放牧が始まりました。

山:・...:......:.....曲 .1;';";':業をー督励ーシ・.....:.'・・

田植え作業を激励する佐々木市長

田植えが最盛期を迎えた 5月15日、佐々木市

長は田川、沖飯詰の水田地帯を巡回し、田植え

作業に忙しい農家の人たちを督励しました。

佐々木市長が「田植えご苦労さま」と声を掛

けると、農家の人たちは作業の手を止めて、今

年の天候や農業情勢について話していました。

佐々木市長(右)に目録を手渡す木村大会会長(左)



地図を手に元気よく 「さあ～、出発だノ 

五東高・狼野長根公園を 

清掃奉仕する五東高生 

県立五所川原東高等学校（須藤安一校長）で

は 5 月 2 日、狼野長根公園の清掃奉仕を行いま

した。 これは同校が、地域社会の美化に協力し、 

社会奉仕の精神を養うことを目的に行っている

もので、生徒・先生合わせて210人が参加しまし

た。 

同校では、このような奉仕活動を通して、ボ

ランティア精神の大切さを学んでほしいと今後

もこの活動を続けて行くことにしています。 

⑦平成 2 年（1990年）6 月 1日 
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える。いる んかプの私の町 

  

全国一斉ウォークラ I)一大会開く 

（財）日本レクリエーション協会、西北五レク 

I)エーション協会（菊地久子会長） が主催する 

「第 7 回全国一斉ウォークラリー大会」 が 5 月 

20日、市役所前お祭り広場を発着点に55チーム、 

約250人の親子づれなどが参加して行われました。 

これは、同レクリエーション協会が毎年 5 月第 

3 日曜日をウォークラリーの日と し、私たちの

町の素晴らしさを知るとともに、家族や仲間の

健康とコミュニケーションづく りを目自勺に開い

ているもので、 3 年連続の開催となりました。 

開会セレモニーで菊地会長と来賓の佐々木市

長があいさつした後、参加者は 1分間隔ごとに ， 

スタート。 今年のコースは、市内中心部を歩く

約 4 キロメートル。 途中10か所のチェックポイ

ントでトは、スイカの種を吹き飛ばして距離を競

う 「すいかの種とばし」 ゲームや大声コンテス

ト、今年初めて取り入れられた 「カラオケコン 
さあ～、出発だノ 	 テスト」 などが行われ、参加者は 1時間半から 

2 時間をかけて全チームが完歩を果たし、 さわ

やかなI干を流しました。 

  

欄翻目低

〇窃 

凹 
が 
と 
ら 

フラワーセンターを清掃するNTTの皆さん 

昌 NTT五所川原支店． 

買 津軽フラワーセンターを 
い‘.,- -1-_I_ # 一一 
Fll NTT五所川原支店ーでは 4 月21日、第11百］ご 

=:!1コ しょがわら梅まつりでにぎわう津軽フラワーそr 

、ー ンターのマ貢拓手奉1士をイ丁し、ま し 1とo これ一‘よI司支盾 

が、地域とのふれ合いの一環として行ったもの 

で、社員とその家族52人が参加して約 2 時間に 

わたり清掃奉仕し、市民から喜ばれました。 
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鎖刷成金え@。ω§
全国一斉ウオークラ リー大会開く

地図を手に元気よく 「さあ~、出発だ /J

五東高・狼野長根公園を l 
宿
自
己
位。
ω 
拶

(財)日本レクリエーション協会、西北五レク

リェーション協会(菊地 久子会長)が主催する

「第 7回全国一斉ウオー クラリー大会」が 5月

20日、市役所前お祭り広場を発着点 に55チーム、

約250人の親子づれなどが参加して行われました。

これは、同レクリェーション協会が毎年 5月第

3日H忍日をウオークラリーの日とし、干ムたちの

町の索晴らしさを知るとともに、 家 族や仲間の

健康と コミュニケーションづくりを目的に聞い

ているもので、 3年連続の開催となりました。

開会セレモニーで菊地会長と来賓の佐々木市

長があいさつした後、参加者は 1分間隔ごとに

スター ト。今年のコー スは、 市内 中心 部を 歩 く

品。4キロメートル。i金中10か戸斤のチェックポイ

ントでは、 ス イ カ の 種 を 吹 き飛ばして距離を競

う「すいかの種とばし」ゲームや大声コンテス

ト、今年初 めて取り入れられた「カラオケコ ン

テス ト」 など が行 われ 、参 加者 は 1時間半から

2時間をかけて全チームが完歩を果たし、さわ

やかな才干を涜Eしました。

告 フラワーセンターを清掃する NTTの皆さん

清掃奉仕する五東高生 五

県立五所川原東高等学校(須藤安一校長)で告

は 5月 2日、狼野長根公園の消掃奉仕を行いま Gゴ
した。これは同校が、地域社会の美化 に協力し、 り

NTT五所川原支店・

津軽フラワーセンターを
社会奉仕の精神校うことを目的に行っている[3 NTT五所川原支庖では 4月21日、 第四ご

もので、生徒・先生合わせて210人が参加しましピコしょがわら梅まつりでにき、、わう津軽フ ラ ワーセ

た。 γ ンターのw掃奉仕を行いま した。 これは同支唐

同校では、このような奉仕活動を通して、ボ

ランティア精神の大切さを学んでほしいと今後

もこの活動を続けて行くことにしています。

が、 地 域 と の ふ れ合い の一環として行 ったもの

で、社員とその家族52人が参加 して約 2時間に

わたり清掃奉仕し、市民から喜ばれました。



平成 2 年（1990年）6 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第712号）⑧ 

働いている皆さんQ)ための 

能力開発セミナー受講生募集 

技i荷革新の時代に対応5しうる知識や技能の習

得を目指す方々のために、能力開発セミナーを

実施しますのでお申し込みください。 

ン資 格 学歴、年齢、‘性別は問いません。 

レ申し込み締切 各訓練コースとも開講日の 3 
日前まで。 ただし、定員になりしだい締切り。 

ン申し込み締切 各訓練コースとも開講日の日

前まで。 ただし、定員になりしだい締切り。 

D受講料 無料（ただし、テキスト代等のかか

る訓練コースがありますJ 
なお、詳しくは青森職業訓練短期大学校教務

一 課（市内飯詰”(37)3201番）へどうぞ。 

＠能力開発セミナーコース 

コ 	ー ス 定員 日数 日 	時 

パーソナル 
コンピュータ（初級） 10名 叩

圃
  

6 月18日（月）~6月23日田 
18 : 30-20: 30 

パーソナル 
コンピュータ（初級） 10名 叩

⑩
  

8 月27日（月）~9 月 1日田 
18 : O0-20 : 00 

C A D 入 門 10名 叩
囲
  

6 月25日（月）~6月30日田 
18 : 30-20 : 30 

N 	C 	旋 	盤 
（中 級） 

10名 3 日 
7 月24日因～ 7 月26日困 

9 : 00-i7 】 00 
マシニングセンター 

（中 	級） 
10名 3 日 7 月24日因一17 月26日困 

9 : 00-17 : 00 
NCワイャ放電加工 

（中 	級） 
10名 3 日 7 月24日因～ 7 月26日困 

9 : 00-47 : 00 

安方緑地と青森大橋（仮称）の 

名 称 募 集 
青森市安方のアスパム周辺で建設が進められ 

~ ている （仮称）安方緑地と （仮称）青森大橋の

名称を募集します。 

＞」応募資格 県内在住の方 

レ」；t了募方法 官製ハガキにそれぞれの名称（ど

ちらか一方の名称でも可） と住所、氏名等を

記入してください。 1人何枚でも可。 

C）青森県港湾課（〒030 青森市長島1丁目1-1 
か 0177-22-1 11l番内紡l4311番） 

ン募集期間 6 月1日～30日 （発表 7 月20日） 

＞賞 人選（1点一 5 万円）、佳作（ 2 点） 

鵬6.4歳までの寿は一 、 ン 

麟国民年金に任意加入できます 

国民年金では、60歳」,】夫上64歳までの人も希望

すれば加入できることになっています。 

国民年金への加入の届出が遅れたり、保険料一

の納め忘れがあって、老齢基礎年金を受けるの

に必要な資格期間が足りない人は、任意加入し

て期問を満たせば、年金を受給できることにな

ります。 

また、資格期間を満たしていても満額受給てる

きない人は、糸内付漠月間を増やして、年金額を多

くすることもできます。 

ただし、次に該当している人は、任意加入で

きません。 

①国民年金の老齢年金、通算老齢年金を繰り上

げて受給している人。 

②厚生年金や共済組合に加入している人。 

身体障害者のり叫舞響鵬喜に瞬『鵬“ 

巡回診査を行います 
レ対象者 ①身体障害者手帳の交イ寸を受けるた

め診査を必要とする人（②）障害の程度に変化が

あり、障害の程度、等級の変更、更生医療を

必要とする人（③補装具等の交付、修理を必要

とする人④その他、身体障害者で医療施設入

所等の相談を希望する人 

レ診査科目及び場所、日程 

〇耳鼻科 6 月 6 日（水） 中央公民館 2F皆

〇内 科 6 月19日（火） 中央公民館 2 階

〇眼 科 6 月26日吹） 中央公民館 2F皆

〇整形外科 7 月20日徐） 中央公民館1階

＞受付時間 各科とも午前 8 時30分～11時まてる

レ注意すること 脳卒中等による障害の人は、 

発病後 3 か月以上経過していること。 内科受

診者は、心臓、呼吸器障害に限られ、次の資

料が必要ですから注意して下さい。（ユ）胸部x 
線写真②国民健康保険等の保険証を持参する

ことく〕 

※間い合わせ先 市福祉事務所福ネ止係 

（廿（③ 5)2111番内線297番） 

不正改造車排除運動 実施期間 
6 月 1日～1月31日 

騒音をまきちらしたり、危険を感じさせる暴走族車両、荷台を【攻造したダンプカー等、ィ也

人に迷惑をかける 「不正改造車両」 の徹底取締り運動を実施します。 交通安全及び公害防止

のためご協力ください。 

☆連絡先 東北運輸局（か022-299-8855番）、 青森陸運支局（"0177-39 -1504番） 
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働撚悉いる:皆さんの♂ための 日

お主主能労開発ゼミナー受講生募集r

技術革新の時代に対応しうる知識や技能の習

得を目指す方々のために、能力開発セミナーを

実施しますのでお申し込みください。

1>資格 学歴、年齢、性別は聞いません。

1>申し込み締切 各訓練コースとも開講日の 3

目前まで。 ただし、定員になりしだい締切り o

b申し込み締切 各訓練コースとも開講日の日

前まても。 ただし、定員になりしだい締切り 。

1>受講料 無料(ただし 、 テキスト代等のかか

る副|キ来コースがありますJ
なお、詳しくは青森職業訓練短期大学校教務

課(市内飯詰 E⑪ 3201番)へどうぞ。

。能力開発セミナーコース

コース 定員 日数 日 時

パーソナル
10名

6日 6月18日(月)-6月23日ω
コンヒ.ユータ(初級) (夜) 18・30-20・30
バーソ十}レ

10名 6日 8月27日開)-9月1日(り
コンヒ。ユータ(初級) (夜) 18 : 00-20 : 00 

C A D 入門 10名
6日 6月25日(月)-6月30日(IJ
(夜) 18 : 30-20 : 30 

N C 旋 盤 10名 3日
7月24日伏)-7月26日(村

(中級) 9: 00-17・。。
マシニングセンター

10名 3日
7月24日(j()-7月26日(本)

(中級) 9・00-17・。。
NCワイヤ放電加工 10名 3日

7月24日仰-7月26日(本)
(中級) 9: 00-17 : 00 

安方緑地色青森大橋(仮称)の

名 称m 募集
青森市安方のアスパム周辺で建設が進められ

ている(仮称)安方緑地 と(仮称) I守森大橋の

名称、を募集します。

1>応募資格 県内在住の万

1>応募方法 官製ノ、ガキにそれぞれの名称、(ど

ちらか一 方の名称でも可)と住所、氏名等を

記入してください。 1人何枚でも可。

0青森県港湾課(〒030青森市長島 1丁目1-1

宮0177-22-1111番内線4311番)

1>募集期 間 6月 1日-30口(発表 7月20日)

じ〉賞 入選(1点 - 5万円)、佳作(2点)

告64歳まで‘の方は
山総国民年金に任九意加来でぎます ::::::.:::.~

国民年金では、 60歳以上64歳 ま で の 人 も 希望

すれば加入できること になってい ます。

国民年金への加入の届出が遅れたり、保険料

の納め忘れがあって、老齢基礎年金を受けるの

に必要な資格期聞が足りない人は、任意加入し

て期間を満たせば、年金を受給できることにな

ります。

また、資格期間を満たしていても満額受給で

きない人は、納付期間 を増やして、年金額を多

くすることもできます。

ただし、次に該当している人は、任意加入で

きません。

①国民年金の老齢年金、通算 老齢 年金 を繰 り上

げて受給している 人。

② 厚 生 年 金 や 共 済組 合 に加 入し てい る人。

身体障害者の
A巡回診査を行います ;:::::::::::::;:~

1>対象者 ① 身 体 障 害 者 手 帳の交付を受けるた

め診査を必要とする人②障害の程度に変化が

あり、附古の程度、等級の変更、更生医療を

必要とする人③補装具等の交付、修理を必要

とする人④その他 、身体障害者で医療施設入

所等の相談を希望する人

1>診 査 科 目 及 び 場 所 、 日 程

o耳鼻 科 6月 6日(水) 中央公民館 2階

。内科 6月19日(火)中央公民館 2階

0眼 科 6月26日伏) 中央公民館 2階

0整形外科 7月20日(霊訪 中央公民館 1階

1>受付時間 各 科 と も 午 前 8時 30分 -11時まで

1>注意すること 脳卒中等による障害の人は、

発病後 3か月以上経過していること 。 内科受

診省は、心臓、呼吸鴇陣害に限られ、次の資

料が必要ですから注志して下さい。①胸部X

線写真② 国民健康保険等の保険証を持参する

こと。

※問い合わせ先 市福祉事務所福祉係

(ft⑮ 2111番 内線 297苔)

不正改造車排除運動 実施期間

8月 1日-7月31日

騒音をまきちらしたり、危険を感じさせる暴虐族車両、荷台を改造したダンプカ一等、他

人に迷惑をかける「不正改造車両」の徹底取締り運動を実施します。 交通安全及び公害防止

のためご協力ください。

τ年連絡先 東北運輸局(宮 022-299-8855番)、青森陸連支局(宮 0177-39-1504醤)
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「南部史跡・名所めぐり」 

灘「i」毒「弾I籍舞 参加者募集 

青森県歴史の道整備促進協議会では、南部史

跡、名所めぐりを行ないます。 

みなさんの多数のご参加をお待ちしておりま

す。 

レ日 時 6 月24日（日）午前 6時から午後 7 時 

50分 

レコース 五所川原中三前発6: 00一鶴田町役

場前一信用金庫前一藤崎青銀前一黒石一十和

田湖一新渡戸記念館一七戸城跡一南部公霊廟 

ー三戸城温故館一白萩平一中滝一黒石一藤崎 

ー板柳一五所川原中三前19 : 50 

ン出発時間 五所川原中三前午前 6 時 

レ会 費 5,000円（見学料、昼食、講師料） 

レ申込み先 青森市松森字佃175 青森県歴史の

道整備促進協議会事務局（廿0177-42- 1064) 

レ申込み締切 6 月15日（金） 

レ申し込み受付時間 午前 8 時30分一午後 4 時

まで’（日曜日を除く） 

こぎん刺し技術講習会 

」薫」」「「難灘苫七受講生募集 

津軽の民芸 「こぎん」 の刺しかたを習得し、 

就業に役立てたい婦人を対象とした講習です。 

レ内 容 基礎刺しから1志用まてる 

レ日 時 6 月13・20日 （ 2 日間）10 : 00--15 

‘ 00 

レ場 所 働く婦人の家 

ン募集人員 15名（定員になりしだい締切） 

ン受講料 無料（教材費 1,000円） 

レ用意するもの 筆記用具（赤えんぴつを含む） 

糸七刀ばさみ、 ものさし、 しつけ糸、昼食 

レ申し込み・間い合わせ先 

県婦就業援助センター五所川原駐在所佐々木 

相談員（働く婦人の家内廿（⑩8898番） 

硬式デ墜―言久初心者教室 

市（硬式） テニス協会では、 6 月10日から毎 

週日曜日に10回にわたって初心者教室を開催い 

たします。 

レU寺 間 午前10時～正午 

レ会 場 市営庭球場（菊ケ丘運動公園内） 

レ受講料 3,000円 

レ受講資格 制限なし 

※申込先 廿⑨8565 さんぜんスポーツウェアー 

云⑩ 6751 今井自動車工業 

スポーツ教室受講生募集 

心地よい風に吹かれながら、心と身体をリフレッシュグ 

働く婦人の家では、次の 2 講座を開催します。 

市内に住所または動務先をお持ちのご婦人方ふ 

るってお申し込み下さい。 

⑨初心者ゴルフ教室 

レ月 日 6 月12日（火）～毎週火曜日 10回 

レ時 間 午前10時～正午 

レ場 所 五所川原ゴルフセンター （広田） 

レ受講料 無半斗（貸しンtぐール代は自己負担） 

⑥初心者硬式テニス教室 

レ月 日 6 月13日（水）～毎週水曜日 10回 

レ日寺 間 午後 6 時30分～ 8 時30分 

レ」易 所 市営テニスコート （市営球場隣り） 

レ受講料 無半斗 

〇募集人数 2 講座とも各12名 

〇申し込み締切 6 月11日（月） 

0申し込み・間い合わせ先 

働く婦人の’家（廿（③5)8898番） 

平成 2年青森県保母試験 

レ試験期日 7 月24日（火)~ 7 月26日（木） 

レ試験場所 県立青森中央高校 

レ願書受付期間 6 月11日（月）まて、 

レ願書提出先 県生活福祖二部児童家庭課保育班

※間い合わせ先 県生活福祖：部児童家庭課保育

班（青森市長島1丁目1-1 廿 0177（②②）1111番

内線2282番）又は市福祉事務所児童係（廿⑩ 

2111番内線372番）へどうそ％ 

参加しませんかノ …葺…・ーソ

五所川原時事英語クラフ（GCEG) 
「英語で自分の考えを自由自在に話す」 こと 

をめざす楽しいサークルです。 

英語の好きな人は誰でも歓迎ノ 

レ日時 毎週土曜日午後 7 時～ 9日寺 

）場所 国連青少年の家（中央公民館内） 

レ会費 無料 

※詳しくは、国連青少年の家（"（③ 5)6056番）ま 

たは斎藤さん（廿邸）0592番） まて％ 

ストレッチ体操で 
y 	 体力づくりノ 
仲間を募集しています。 お気軽に J三了いで下さ 

し、0 

レ日時 毎週土曜日 午後1時30分～ 3 時 

ン場所 市働く婦人の家 

レ申し込み及び間い合わせ先 

佐々木純子さん（廿（⑩8578番り へどうぞ。 

, 

⑨平成 2年(1990年)6月 1日 広報ごしょがわら (第712号)

仁南部史跡・名rlTめ .~f ~) 社♂

参加者 λ募集 ω

青森県歴史の道整備促進協議会では、南部史

E亦、名戸斤めぐりを1fないます。

みなさんの多数のご参加をお待ちしておりま

す。

[>日 時 6月24日(日)午前 6時から午後 7時

50分

じ〉 コース 五所川原 中三前発 6: 00ー鶴田町役

場前一信用金庫前藤崎青銀前黒石十和

田湖新渡戸記念館 七戸城跡南部公霊廟

一三戸城温故館←白萩平 中滝ー黒石藤崎

板柳 五 所川原中三前 19: 50 

[>出発時間 五所川原中三前午前 6時

[>会費 5，000円(見学料、 昼食、講師料)

[>申込み先 青森市松森字佃 175青森県歴史の

道整備促進協議会事務局 (ft0177-42-1064)

b申込み締切 6月15日(金)

[>申し込み受付時間 午前 8時30分ー午後 4時

まで(日曜日を除く)

三ざん刺し技術講習会 川

受講}~募集

津軽の民芸「こぎん」の刺 しかたを習得し、

就業に役立てたい婦人 を対象 とした講習ですo

b内容 基礎刺 しから応用 まで

[>日時 6月13・20日(2日間) 10: 00~ 1 5 

: 00 

b場所 働く婦人の家

[>募集人 員 15名(定員になりしだい締切)

[>受講料 無料(教材費 1，000円)

[>用意す るもの 筆記用具(赤えんぴつを含む)

糸切ばさみ、ものさし、しつけ糸、昼食

b申し込み・問い合わせ先

県婦就業援助センタ一五所川原駐在所佐々木

相談員 (働く婦人の家内宮⑮ 8898番)

抗川硬銭安訟采初浴者教室川ソ
市(硬式)テニス協会では、 6月10日から毎

週日曜日 に10回にわたって初心者教室を開催い

たします。

じ〉時間 午前 10時~正午

じ>会場 市営庭球場(菊 ヶ丘運動公園内)

[>受講料 3，000円

[>受講資格 制限なし

※ 申込先 宮⑪ 8565 さんぜんスポーツウェアー

告⑮ 6751 今井 自動 車工業

様、家様Tツ教室霧議盗事妻集
心地よい風に吹かれながら、心と身体をリフレッシュゲ

働く婦人の家では、次の 2講座を開催します。

市内に住所または勤務先をお持ちのご婦人方ふ

るってお申し込み下さい。

。初心者ゴルフ教室

じ〉月 日 6 月 12 日伏)~毎週火曜日 10回

[>時間 午前10時 ~ 正 午

仁〉場 所 五所川原ゴルフセンター(広田)

[>受講料 無料(貸しボール代は自己負担)

0初心者硬式テニス教室

[>月 日 6月13日(刑一毎週水曜日 10回

[>時間 午後 6 時30分~8 時30分

[>場所 市営テニスコート(市営球場隣り)

b受講料 無料

0募集人数 2講座とも各12名

o申し込み締切 6月11日(月)

0申し込 み ・ 問 い 合 わ せ 先

働く婦人の家 (ft⑮ 8898番)

3祭料寒着森県イ呆母試験問
[>試験期日 7 月 24 日 伏)~ 7月26日(木)

[>試験場所 県立青森中央高校

[>願書受付期間 6月11日(月)まで

[>願書提出先 県 生 活 福祉 部児童家庭課保育班

※問い合わせ先 県 生 活 福 祉 部 児 童 家 庭 課 保 育

班(青森市長島 1丁 目 1-1ftOl77⑫ 1111番

内線 2282番)又は市福祉 事務所児童係 (ft⑮

2111番内線372番)へどうぞ。

参加しませ:んか.ノ
五所川原時巻善英語クラヲ {GCEG)I

「英語で自分の考えを自由自在に話す」こと

をめざす楽しいサークルです。

英語の好きな人は誰でも歓迎/

[> 日時 毎週土曜日午後 7 時~9 時

[>場所 国連青少年の家(中央公民館内)

[>会費 無料

※詳しくは、国連青少年の家 (ft⑮ 6056番)ま

たは斎藤さん(宮⑮ 0592番)まで。

i&iD<L1.‘ui長体操で‘
体ヲゴラぐり~，

仲間を募集しています。お気軽においで下さ

しミ。

[>日 時 毎 週 土 曜 日 午後 1 時30分~3 時

じ〉場所 市働く婦人の家

じ〉 申し込み及び問い合わせ先

佐々木純子さん (ft⑪ 8578番)へどうぞ。



みんなの健康教室 
レ日 時 

6 月22日（金）午後 1日寺 

レ場 所 

市保健センター 

レ講 師 

江渡諒治先生（江渡医院長） 

レラ二ーマ 癌とたべもの 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

栄養教室のお知らせ 人の命を救う 

「愛の献血」にご協力をノ 
~ 

r 

山菜のおいしい季節です．ク 

山菜をつかった調理法を学ぶとともに家族の

健康を願い、バランスの良い食事のための味つ

けを覚えたい方は、是非参加してみませんか？

レテーマ：栄養の知識を学び、習慣病といわれ 

る成人病を防ごうノ 

レ時 間：9 時30分～13時 

レ半三~ 金：無料・ 

レ持参するもの：エプロン、筆記用具、ごはん、 

みそr十（小びんなどに入れて）、健康手帳、食

事診断用紙（地区の保健協力員からもらって

ください） 

レ申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙があります） 

レ締め切り日： 6 月 9 日（土） 

対象地区 開催月日 開催場所 

三 好 地 区 6 月 14 日困 コミセン三好 

栄・みどり町地区 6 月 20 日困 コ ミセン栄 

※詳しいことは市衛生課（h（③う )21 11番内線268・ 

272番）へどうぞ。 

期 日 I 	時 	間 場 	所 

6 月 4 日 
（月） 

~午前10時から 
~ 	午前11時まで 

本町マルカカサイ 
駐車場 

「正午から 
~午後 2 時30分まで 

日
 
部
コ
 

立セ
 
東
ミ
 
ン
 
ダ
 
ク
 
タ
 

 
~午後 3 時から 
I 	午後 4 時まで 

五所川原温泉 
ホテル前 

6 月25日 
（月） 

午前 9 時30分から
午前11時30分まで 市農協三好支所前 

午後 0時30分から
午後 2 時30分まで 

コミュニテイ 
センター中川前 

午
 
後
 

3午
 
時

後
 
か

4
 

ら
時
 

山
よ
 
で
  

市役所お祭り広場 

6月 1日は 

人権擁護委員の日です 

＠人権相談日 

8、 15. 22、 29H 

ン時間 午前10時～午後 3時 

ン場所 市役所内市民相談室 

五
所
川
原
短
黙
云
 

タ
暮
れ
て
学
園
堂
へ
の
道
す
が
ら
田
打
 

桜
の
灰
か
に
匂
ふ
 

山
上
 
和
美
 

乗
り
こ
し
て
荷
物
片
手
に
戻
る
道
休
み
 

休
み
来
て
わ
が
老
い
を
し
る
 

大
久
保
堪
三
 

神
山
の
く
れ
な
え
匂
ふ
梅
林
の
花
の
間
に
 

見
ゆ
雪
の
岩
木
嶺
 

佐
藤
 
義
則
 

ほ
の
ぼ
の
と
花
咲
き
満
ち
し
梅
林
の
山
に
 

見
お
ろ
す
わ
が
五
所
川
原
 

岩
谷
 
明
雄
 

雪
残
る
岩
木
の
項
き
背
に
し
て
昇
り
 

来
る
陽
を
湯
に
ひ
た
り
見
る
 

関
 
喜
代
栄
 

平成 2 年（1990年）6 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第712号）⑩ 

今月の第4土曜日（23  日）から 
市役所は第2・第4 

市役所は、今月の第 4 土曜日から毎月第 2 ・

第 4 土曜日を閉庁（休み） いたします。 国や県

ではすでに土曜日閉庁を実施していますが、五

所川原市でもili役所本庁、各支所などが「閉庁」 

となりますので、市民の皆さんのご理解とご協

力をお願いします。 

なお、市民生活に関連の深い次の施設などは

第 2 ・第 4 土曜日も休まず業務を行います。  

西北中央病院、学校、ゴミの収集、市民文化 

会館、中央公民館、図書館、市民体育館、葬斎 

苑、消防署など。 

くわしくは、本紙 「 4 月15日号」 をご覧くだ 

さい。 

問い合わせ 

総務部人事課（内線312・313番） 

平成 2年(1990年)6月1日 広報ごしょがわら (第712号)⑩

今月の第4土曜日 ::{23-Ej::かしら
市役所は第:2'H ~ 第ヰ王曜日が休みとな; り :ます

市役所は、今月の第 4土曜日から毎月第 2

第 4土曜日を閉庁(休み)いたします。国や県

ではすでに土曜日閉庁を実施していますが、五

所川原市でも市役所本庁、各支所などが「閉庁」

となりますので、市民の皆さんのご理解とご協

力をお願いします。

なお、市民生活に関連の深い次の施設などは

第 2 ・第 4土曜日も休まず業務を行います。

山菜のおいしい季節です.ゲ

山菜をつかった調理法 を学ぶとともに家族の

健康を願い、バランスの良い食事のための味つ

けを覚えたい方は、是非参加してみま せんか?

bテーマ:栄養の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごう /

[>時間 9 時30分~13時

[>料金:無料

[>持参するもの:エプロン、筆記用具、ごはん、

みそ汁(小びんなどに入れて)、健康手帳、食

事診断用紙(地区の保健協力員からもらって

ください)

[>申し込み先:地区の保健協力員へ(参加申し

込み用紙があります)

[>締め切り日 6月 9日(土)

対象地区 開催月日 開催場所

三好 地区

栄・みどり町地区

6月 14日休)

6月 20日休)

コミセン三好

コミセン栄

※詳しいことは市衛生課 (ft⑮2111番内線268・

272番)へどうぞ。

来雪残見ほ見神山休乗桜暮タ
る おのゆ みりの

喜陽るろぽ雪の来こ灰れ 「四一「
岩木 すののくでしかで

わ花咲と 岩木嶺れ わ荷物片て に堂学園ひにのが なえ老が 匂ふ

た項き所五原き 匂い へ 口に三二7三寸」
り背 ふを手の
見に iち荷 梅林しに 道す 五
るしし る戻 所

て 梅中本 の る カ" J 11 
昇 花イ道木 ら原

関り岩の佐藤の大久 山田短歌..e込
谷山 間 み上打

喜イ栄モ に に保士一甚 冨

雄明 則義 二 和美

西北中央病院、学校、ゴミの収集、市民文化

会館、中央公民館、図書館、市民体育館、葬斎

苑、消防署など。

くわしくは、本紙 '4月15日号」

さしミ。

をご覧くだ

問 い 合 わ せ

総 務 部 人 事 課 (内線312・313番)

人の命を救う

「愛の献血」にご協力をy

期 日 時 間 場 所

午前10時前か時ら
午 11 まで

本町マルカカ車サイ
駐場

6月4日 正午から 目立東部

(月) 午後 2時30分まで セミコンダクタ

午後 3後時から 五所川原温泉
午 4時まで ホテル前

午前 9時時30分から
午前118#30分まで 市農協三好支所前

6月25日 午後後 O時時30分から コミュニアイ
(月) 午 28#30分まで センター中川前

午後 3後時か時ら
午 4 まで

市役所お祭り広場

みんなの健康教室
[>日時 -

6月22日幽午後 1時 仇匹ヲも

[>場所 「予脅す¥

市保健センター /_yt _¥ノ口。。仁
[>講 師 ιムよl

江渡誇泊先生(江渡医院長) -田ー-
[>テーマ癌と たべもの

[>主催北五医師会・市保健協議会

6月1日は

人権擁護委員の日です

。人権相談日

8、15、22、29日

[>時間午前10時~午後 3時

[>場所市役所内市民相談室
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